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水産資源の評価についてゼミを開催 

 

 国の水産政策が改革され、日本でも国際標準の新たな資源管理システムが導

入されることとなりました。これは、水産資源の回復と持続的な利用を目的と

したものであり、京都府においても水産資源の調査や管理を強化する必要があ

ります。そこで、「新たな資源評価手法」をテーマとしたゼミを当センター及

び水産事務所職員を対象として7月3日に開催しました。本ゼミでは、資源評価

の基本的な考え方について担当者が説明を行い、これについて多くの職員間で

議論し、各人の理解を深めました。 

また、水産政策改革に伴う「京都府漁業調整規則の改正」についての意見交

換会も水産事務所によって同日開催されました。 

今後も、積極的に水産事務所と連携してこのような機会を設け、京都府の水

産振興に貢献していきたいと考えています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海 洋 セ ン タ ー  

情 報 

ゼミでの質疑応答及び議論 講演スライドの一部 


